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民
泊
新
法
に
基
づ
く
届
出
数
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
「
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
」
等
に
お
い
て
、
年
間
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
四
千
万

人
、
二
〇
三
〇
年
に
は
六
千
万
人
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
政
府
の
掲
げ
る
目
標
の
と
お
り
、
外
国
人
旅
行
者
の

数
は
増
大
し
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
外
国

人
旅
行
者
が
日
本
を
訪
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
、
一
般
住
宅
に
旅
行
者
ら
を
泊
め
る
「
民
泊
」
を
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
宿
泊
施
設
確
保
策
の
一
環
と
位
置
付
け
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
六
月
十
五
日
に
施
行
と
な
る

「
住
宅
宿
泊
事
業
法
」
（
以
下
、
「
民
泊
新
法
」
と
い
う
）
は
、
民
泊
を
行
う
者
（
住
宅
宿
泊
事
業
者
）
の
届
出
制
度
等
を
創

設
し
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
旅
客
の
宿
泊
に
対
す
る
需
要
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（
同
法
第
一
条
参
照
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
施
行
を
目
前
に
し
つ
つ
も
、
民
泊
新
法
に
基
づ
く
届
出
の
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

観
光
庁
の
田
村
明
比
古
長
官
は
、
二
〇
一
八
年
五
月
十
八
日
の
記
者
会
見
で
、
同
法
に
基
づ
く
届
出
件
数
は
同
月
十
一
日
時
点

で
七
百
二
十
四
件
だ
っ
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
同
時
期
に
民
泊
仲
介
の
世
界
最
大
手
、
米
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
社
の
サ
イ
ト

一



に
六
万
件
を
超
え
る
民
泊
物
件
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
届
出
の
数
字
は
非
常
に
小
さ
い
と
評
価
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

他
方
、
二
〇
一
八
年
六
月
四
日
付
け
の
日
本
経
済
新
聞
に
よ
る
と
、
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
社
は
、
同
日
、
許
認
可
な
ど
が

な
い
日
本
国
内
の
施
設
の
掲
載
を
中
止
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
同
社
の
今
春
時
点
で
の
登
録
総
数
は
約
六
万
二
千
件
で
あ

り
、
掲
載
の
中
止
に
よ
り
現
在
検
索
で
き
る
施
設
は
約
一
万
三
千
八
百
件
と
、
八
割
弱
減
っ
て
い
る
。

以
上
を
前
提
に
以
下
質
問
す
る
。

一

民
泊
新
法
に
基
づ
く
届
出
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
る
原
因
と
し
て
、
手
続
き
が
煩
雑
な
う
え
、
条
例
で
さ
ら
に

厳
し
い
規
制
を
定
め
る
自
治
体
も
多
い
こ
と
、
こ
れ
ら
を
嫌
っ
て
民
泊
の
運
営
を
や
め
る
家
主
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
新
聞

等
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

�

現
状
の
届
出
数
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
仮
に
届
出
数
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
と
評
価
す
る
場
合
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

今
後
ど
の
よ
う
に
届
出
数
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
な
施
策
や
数
値
目
標
を
示
さ
れ
た
い
。

二

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
に
お
い
て
は
、
東
京
の
ホ
テ
ル
等
宿
泊
施
設
の
客
室
不

二



足
が
懸
念
さ
れ
る
。
民
泊
は
、
宿
泊
施
設
不
足
へ
の
対
策
と
し
て
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
ま
ま
届
出
数

が
伸
び
悩
む
場
合
、
宿
泊
施
設
不
足
問
題
が
再
燃
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
試
算
・
分
析
し
て
い
る
か
政
府
の

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

観
光
庁
な
ど
関
係
省
庁
は
二
〇
一
七
年
十
二
月
二
十
六
日
、
民
泊
新
法
の
運
用
の
指
針
と
な
る
施
行
要
領
（
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
を
地
方
自
治
体
な
ど
に
発
出
し
た
。
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
都
道
府
県
な
ど
が
生
活
環
境
の
悪
化
防
止
の
た
め
、
民

泊
の
区
域
、
期
間
を
制
限
す
る
条
例
を
制
定
す
る
際
、
民
泊
新
法
の
目
的
や
規
定
に
反
し
た
過
度
な
制
限
と
な
ら
な
い
よ
う

十
分
な
検
証
を
求
め
て
い
る
。
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
記
載
の
と
お
り
、
条
例
に
よ
り
過
度
の
制
限
が
な
さ
れ
る
と
、
民
泊
新

法
の
本
来
の
目
的
が
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

�

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
過
度
な
制
限
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
等
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
自

治
体
で
独
自
に
適
正
な
基
準
を
設
け
る
の
は
難
し
い
場
合
も
あ
る
。
過
度
な
制
限
と
は
ど
う
い
っ
た
場
合
で
あ
る
か
に
つ

い
て
、
政
府
が
早
急
に
一
定
の
判
断
基
準
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

あ
る
条
例
が
過
度
な
制
限
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
自
治
体
に
対
し
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
か
政
府
の

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三



四

届
出
数
が
伸
び
悩
む
背
景
に
、
自
治
体
に
お
け
る
届
出
受
理
の
際
に
、
届
出
に
必
要
と
さ
れ
る
要
件
以
外
の
要
件
を
事
実

上
要
求
し
、
そ
れ
を
満
た
さ
な
い
限
り
受
理
し
な
い
と
い
う
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

こ
う
し
た
自
治
体
の
運
用
レ
ベ
ル
に
お
け
る
制
限
が
届
出
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
認
識
は
ど

う
か
。
ま
た
、
こ
う
し
た
障
害
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
適
切
な
指
導
・
助
言
を
政
府
か
ら
す
べ
き
と
思
料
す
る
が
、
政
府
の
見

解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

二
〇
一
八
年
六
月
一
日
に
観
光
庁
観
光
産
業
課
長
通
知
（
観
観
産
一
五
三
号
）
が
発
出
さ
れ
た
。
同
通
知
を
受
け
、
エ
ア

ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
社
は
、
同
月
七
日
、
「
日
本
へ
の
ご
旅
行
を
予
定
さ
れ
て
い
る
ゲ
ス
ト
の
皆
様
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
」
と
い
う
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
社
は
、
七
日
時
点
で
届
出
番
号
や
許
認
可
等
の
記
載
が

な
い
物
件
に
お
け
る
、
同
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
の
間
の
確
定
済
み
の
宿
泊
予
約
に
つ
い
て
、
予
約
を
取
り
消
し
宿
泊
代
金

を
返
金
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
る
と
し
て
い
る
。
当
該
対
応
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
同
通
知
が
施
行
日

に
近
い
時
点
で
の
発
出
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
事
業
者
及
び
多
く
の
利
用
者
に
多
大
な
影
響
が
出
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

�

例
え
ば
経
過
措
置
を
政
令
で
定
め
る
（
民
泊
新
法
附
則
第
三
条
）
な
ど
、
同
通
知
に
代
わ
る
よ
り
影
響
の
少
な
い
他
の

取
り
う
る
手
段
・
運
用
は
な
か
っ
た
の
か
検
討
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。

四



�

旅
行
者
が
行
う
宿
泊
施
設
の
予
約
は
実
際
の
旅
行
の
相
当
前
か
ら
確
保
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
住
宅
宿

泊
事
業
者
や
住
宅
宿
泊
仲
介
事
業
者
の
対
応
に
要
す
る
期
間
も
考
慮
す
れ
ば
、
同
通
知
は
民
泊
新
法
の
施
行
日
の
前
に
十

分
な
期
間
を
お
い
て
発
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


